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１ 御前山小学校ビオトープ田んぼの稲刈り 

 10 月 4 日（火）10 時から、ビオトープ田んぼで

御前山小学校５年生の子供達が古代米（黒米）の稲

刈りを実施しました。当日は気持ちの良い完璧な秋

晴れで、沿道にはコスモスや彼岸花がきれいに咲い

ていました。 

地元桧山集落の皆さんが子供達のために朝早くか

らオダ掛けなど稲刈りの準備をしました。先日の台

風の暴風雨の影響を心配しましたが、山間地谷部の

ために暴風もなく稲の倒伏はありませんでした。 

10 時前に、御前山小学校の 5 年生約 30 名がバス

と徒歩で元気に到着しまし。 

 集合、挨拶の後、早速稲刈り作業にかかります。

先生役の地元集落のお婆ちゃん達の手取り足取り

の丁寧な指導で作業は順調に進み、一時間ほどで刈

り取り、結束、オダ掛けと一連の作業を終了しまし

た。 

 その後、小川で長靴や手足を洗っ

た後に階段教室で田んぼの学校の授

業です。春の田植えの時は「お米と

田んぼの仕組み」「山桜の話」でした

が、今回は「皆で楽しい里山」と題

して生物多様性の話、「お米の話」な

どの講義を受けました。 
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 授業が終わるとちょうどお昼になり、地元女性グループがカレーライスを用意してくれて、気

持ちよい空気の中でおいしく頂きました。 

 天気が良かったので、昼食後子供達は先ほどの授業で聞いた稀少植物を探してみようと探検が

始まり、林間に入ったり川遊びが楽しそうでした。 

 

２ 古代米の脱穀と収穫祭 

10 月 25 日（火）は先日刈り取った稲の脱穀と、

恒例の秋の育成作業を実施しました。 

また御前山ダムの満水を記念して収穫祭、餅つき

を行いました。 

 午前 9 時半には地元関係者、小学生のほか、県

内外からのボランティアなど約 100 名が参加しま

した。子供達の脱穀作業のほか、希少種周辺の選

抜草抜き、先の台風で被災した土手の修復など、

それぞれ参加者が分担して作業を行いました。 

 稲刈りと同じ御前山小学校の 5年生約 30 名は、

「足踏み式」（地元では通称ガーコン）と「千歯

こき」で脱穀作業に挑戦しました。始めは思うよ

うにいかず手こずっていましたが、だんだん慣れ

てきて地元の皆さんの指導で順調に作業進み、一

時間ほどで終了しました。 

 その後は、婦人グループが用意してくれて、一

人ずつ餅つきを行いました。ほとんどの子供達は

初めてのようでしたが、重たい杵を持ち上げて頑

張りました。つきあがった餅は黄な粉とオロシ餅

にして、昼食に皆で食べました。 

 大人のグループは土手の修復作業で、石材の運

搬が大変な重労働で汗をかいていましたが、餅つ

きを終わった子供達が途中から手伝ってくれま

した。 

重い石材なので、子供達には割り当てていなか

ったのですが、人数が多いと運搬作業は捗るもの

で、下流区間は予定よりかなり早く終了しました。

ご苦労様でした。  （育成作業は次号に掲載） 

 

３ 御前山小学校「ビオトープ新聞」 

 御前

山小学

校の 5
年生は、

稲作体

験 を

「ビオトープ新聞」として文集にまとめました。 
一人ひとりが思い思いに、稲刈りや希少植物などにつ

いて、体験で感じたこと、楽しかったことなどを自由に

書いてくれました。 

 

足踏み脱穀機と千歯こき

餅つき

大人と一緒に石材運搬

ビオトープ新聞 


